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中
小
企
業
を
底
上
げ
す
る

経
済
政
策
の
転
換

　
か
み
ね
議
員
は
、「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」

が
も
た
ら
し
た
格
差
拡
大
と
貧
困
の
悪
化

に
つ
い
て
批
判
す
る
と
と
も
に
、
中
小
企

業
の
苦
境
の
実
態
を
あ
き
ら
か
に
し
ま
し

た
。
京
都
府
が
大
型
店
ス
ー
パ
ー
の
進
出

を
野
放
し
に
す
る
一
方
で
、
特
定
の
商
店

街
や
企
業
し
か
支
援
し
な
い
た
め
に
、
地

域
内
の
経
済
格
差
は
12
年
間
で
よ
り
深
刻

に
な
っ
た
と
指
摘
し
ま
し
た
。
経
済
セ
ン

タ
ー
の
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
中
小
企
業

団
体
の
「
事
務
所
の
家
賃
が
２
倍
で
は
移

れ
な
い
」
と
の
訴
え
に
、
な
ん
ら
対
策
を

取
ら
な
か
っ
た
と
批
判
し
ま
し
た
。

消
費
税
増
税
ス
ト
ッ
プ

中
小
企
業
振
興
条
例
の

制
定
を

　
か
み
ね
議
員
は
、
京
都
の
地
域
経
済
の

ゆ
き
づ
ま
り
や
衰
退
を
打
開
し
、
中
小
企

業
と
地
域
経
済
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に

は
、
消
費
税
10
％
の
増
税
に
反
対
す
る
こ

と
、
循
環
型
経
済
を
振
興
す
る
基
本
条
例

を
制
定
す
る
こ
と
、
中
小
企
業
団
体
へ
の

助
成
を
増
や
す
こ
と
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
な
ど
中
小
企
業
の
仕
事
起
こ
し

へ
の
支
援
を
行
う
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　
知
事
は
、
京
都
の
中
小
企
業
が
廃
業
や

倒
産
が
相
次
い
で
い
る
実
態
を
直
視
せ

ず
、
下
支
え
を
し
て
こ
な
か
っ
た
責
任
に

つ
い
て
は
明
確
に
答
弁
し
ま
せ
ん
で
し

た
。雇

い
止
め
を
許
さ
ず
、

無
期
雇
用
転
換
ル
ー
ル
の

徹
底
を

　
か
み
ね
議
員
は
、
京
都
労
働
相
談
セ
ン

タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
、
違
法
な
雇
止

め
等
の
相
談
を
紹
介
し
、
府
と
し
て
実
態

調
査
を
行
う
こ
と
や
企
業
に
無
期
雇
用
へ

の
転
換
の
義
務
を
果
た
す
よ
う
要
請
す
る

こ
と
を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
府
民
に
広

く
労
働
契
約
法
を
啓
発
・
周
知
す
る
こ
と
、

緊
急
に
相
談
窓
口
を
設
置
す
る
よ
う
求
め

ま
し
た
。

　
知
事
は
、「
労
働
局
や
労
働
基
準
監
督

署
等
で
労
働
相
談
を
行
い
、
今
後
も
引
き

続
き
取
り
組
む
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

代表質問
2018年2月議会

かみね 史朗議員
（京都市右京区）

2月9日
循
環
型
経
済
の
振
興
で
住
み
続
け
ら
れ
る

地
域
づ
く
り
の
底
上
げ
を

暮らし守るたたかいがいよいよ重要

　知事選前の代表質問で、京都経済、若者、府政のあり
方の問題で山田府政の総括を行い、知事の認識をただした。
このなかで明らかになったことは、13年前から2万社も激減
し苦境を深める京都の中小企業や、ワーキングプア率全国
ワースト3位の若者の実態、水害常襲地へのスタジアム建

設に、心を痛めることも問題の解決に取り組もうともしない
など傲慢な知事の政治姿勢だった。住民の福祉増進から
かけ離れた府政運営がまかり通るのはなぜか。「世界で一
番企業が活躍できる社会づくり」へ財界奉仕をすすめる安
倍政治に、府政が右へならえしているからではないか。知
事選結果は、こうした府政運営にきびしい審判が下った。
暮らしを守るたたかいがいよいよ重要だ。 ［かみね史朗］



3 府会だより● Spring. 2018

設
置
を
求
め
る
と
同
時
に
、
ブ
ラ
ッ
ク
バ

イ
ト
、
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
を
根
絶
す
る
条
例

の
制
定
を
行
う
よ
う
追
及
し
ま
し
た
。
ま

た
、
学
費
・
奨
学
金
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

67
％
の
学
生
が
学
費
の
値
下
げ
を
求
め
て

お
り
、
府
独
自
の
給
付
制
奨
学
金
制
度
を

つ
く
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

京
都
ス
タ
ジ
ア
ム
の
建
設

中
止
を

憲
法
９
条
守
れ

　
ス
タ
ジ
ア
ム
の
建
設
で
、
洪
水
被
害
が

拡
大
す
る
と
し
て
１
万
２
０
０
０
筆
も
の

反
対
署
名
が
亀
岡
市
に
提
出
さ
れ
、
今
も

開
発
中
止
を
求
め
る
裁
判
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
う
え
、
専
門
家
も
開
発
に

よ
っ
て
ア
ユ
モ
ド
キ
に
影
響
の
恐
れ
が
あ

る
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
タ
ジ

ア
ム
の
管
理
運
営
を
す
べ
て
企
業
に
丸
投

げ
し
、
国
か
ら
巨
額
の
資
金
を
確
保
し
て

支
援
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
か
み
ね

議
員
は
、
府
民
の
税
金
を
特
定
の
企
業
利

益
の
た
め
に
支
出
す
る
こ
と
は
大
き
な
問

題
で
あ
り
、
京
都
ス
タ
ジ
ア
ム
の
建
設
を

中
止
し
て
根
本
的
に
見
直
す
よ
う
に
求
め

ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
憲
法
９
条
に
自
衛
隊
を
明
記

す
る
こ
と
は
、
無
制
限
に
海
外
で
の
武
力

行
使
を
可
能
に
す
る
と
指
摘
し
、
知
事
が

安
倍
内
閣
の
憲
法
改
正
を
後
押
し
し
て
い

る
問
題
を
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
、

ブ
ラ
ッ
ク
企
業
の
根
絶

府
独
自
の
給
付
制
奨
学
金

制
度
を

　
過
度
な
働
き
方
の
強
要
や
「
残
業
代
が

出
な
い
」
な
ど
の
違
法
行
為
を
行
う
ブ

ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
が
横
行
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
か
み
ね
議
員

は
、
府
と
し
て
若
者
の
働
き
方
等
の
実
態

調
査
、
企
業
の
違
法
行
為
等
の
監
督
や
指

導
・
是
正
の
強
化
、
労
働
相
談
の
窓
口
の

アスベスト対策
粘り強いたたかい一歩前進

森下よしみ（八幡市）

　アスベストによる健康被害を防止する対策につい
て、国の実態調査に基づく「勧告」では、「建築物
解体時事前調査の徹底と、アスベスト含有建材を見
落とすことがないよう適正な注意喚起が必要」と指
摘しています。この立場から京都府の指導徹底と、
アスベスト含有形成板（レベル3）に対する条例強
化を求めました。府は、「国が検討している」と言っ
て、府独自の条例強化に消極答弁を繰り返しました。
　4月に入って府営住宅の外壁改修に伴う検査に
よって、アスベスト含有塗料の使用が判明。八幡市
の府営（吉原）団地で、アスベスト粉じん飛散防止
対策を考慮した外壁改修工事を行うことになり、「安
全対策、環境影響調査の徹底も行う」と地元説明会
が行われました。この間の運動と議会論戦で一歩前
進しました。

府独自の奨学金制度を求める請願の要請（2月25日）

学費・奨学金の負担軽減と
ブラックバイト対策に全力!!
ばばこうへい（京都市伏見区）

　今議会には、3年目になるLDA-KYOTOの皆さ
んから「学費・奨学金の負担軽減と若者の雇用改
善を求めることに関する請願」が提出されました。
委員会で紹介議員として、他会派議員にも賛成を
呼びかけましたが、対策が必要なことは認めなが
らも、「京都府もしっかりと取り組んでいる」として、
共産党以外のすべての会派が反対しました。
　京都府も参加するブラックバイト対策協議会が
行なった学生アンケートでも、多くの学生がブ
ラックと呼べる働き方に置かれていること、その
背景に高すぎる学費や奨学金があることは明らか
です。
　当事者から挙げられる切実な声に、しっかりと
向き合うことのできる京都府政が必要です。これ
からも力を尽くします。
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府
市
一
体
で
進
め
た

ま
ち
こ
わ
し

　
京
都
市
内
で
は
違
法
民
泊
な
ど
に
よ
る

地
域
住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
お
き
て
い
ま

す
。
深
刻
な
事
態
の
大
も
と
に
は
、
安
倍

政
権
の
も
と
で
の
「
世
界
で
一
番
企
業
が

活
躍
し
や
す
い
成
長
戦
略
と
国
内
外
の
交

流
人
口
を
増
や
す
」
と
い
う
考
え
で
知
事

は
、
平
成
22
年
に
国
の
観
光
立
国
構
想
の

具
体
化
と
し
て
「
文
化
・
観
光
総
合
特
区
」

提
案
と
な
る
よ
う
、
京
都
市
と
経
済
界
に

要
請
し
、
翌
年
に
府
が
京
都
市
を
「
地
域

活
性
化
総
合
特
区
指
定
」
を
行
う
よ
う
提

案
し
て
き
ま
し
た
。

　
西
脇
い
く
子
議
員
は
、
知
事
が
国
に
規

制
緩
和
等
の
「
府
市
共
同
提
案
」
を
し
た

こ
と
が
、
現
在
の
京
都
市
内
の
ホ
テ
ル
や

民
泊
の
急
増
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
、
府
市

一
体
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
偏
重
し
た
観
光

戦
略
を
進
め
て
き
た
結
果
、
歴
史
と
伝
統

が
損
な
わ
れ
る
ま
ち
こ
わ
し
が
急
速
に
進

め
ら
れ
た
こ
と
を
批
判
し
、
観
光
客
や
呼

び
込
み
型
か
ら
の
政
策
転
換
を
求
め
ま
し

た
。
知
事
は
、
ま
ち
こ
わ
し
の
府
の
責
任

に
つ
い
て
明
確
な
答
弁
を
さ
け
ま
し
た
。

子
ど
も
の
医
療
費
助
成

中
学
校
給
食
の

実
施・無
償
化
を

　
西
脇
議
員
は
、「
子
ど
も
の
医
療
費
無

料
化
を
求
め
る
京
都
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が

実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
保
護
者
の
約

代表質問
2018年2月議会

西脇 いく子議員
（京都市下京区）

2月9日

50
％
が
医
療
費
や
薬
代
を
負
担
に
感
じ
て

い
る
こ
と
等
を
紹
介
し
、
子
ど
も
の
医
療

費
助
成
制
度
拡
充
を
求
め
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
中
学
校
給
食
の
無
償
化
と
同
時
に
、

未
実
施
の
市
町
村
に
対
し
て
府
と
し
て
施

設
整
備
や
栄
養
教
諭
の
配
置
等
の
検
討
を

進
め
る
よ
う
要
求
し
ま
し
た
。

　
知
事
は
「
市
町
村
の
支
援
要
請
が
あ
っ

た
場
合
は
柔
軟
に
対
応
す
る
」
と
答
弁
し

ま
し
た
。

保
育
料
の
無
償
化

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
の
配
置
拡
充
を

　
西
脇
議
員
は
、
伊
根
町
を
除
い
て
３
人

目
以
降
の
保
育
料
は
、
所
得
制
限
を
付
け

て
無
償
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
府
と
し

て
所
得
制
限
を
撤
廃
す
る
よ
う
求
め
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
特
別
な
配
慮
を
必
要
と
す

る
児
童
・
生
徒
と
保
護
者
を
早
い
段
階
で

生
活
支
援
を
し
て
い
く
こ
と
は
ま
す
ま
す

重
要
だ
と
強
調
し
、
府
独
自
に
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
全
校
配
置
を
計

画
的
に
進
め
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
理
事

者
は
、「
派
遣
回
数
を
増
や
し
支
援
体
制

を
強
化
す
る
」
な
ど
と
答
弁
し
ま
し
た
。

子
ど
も
の
貧
困
と
格
差
な
く
す
施
策
の
充
実
は
急
務

ホ
テ
ル
・
民
泊
急
増
に
よ
る
ま
ち
こ
わ
し
ス
ト
ッ
プ
を

中学校給食の要望を聞く（2月20日）
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生
活
保
護
基
準
の

引
き
下
げ
や
め
よ

　
西
脇
議
員
は
、
来
年
度
の
生
活
保
護
費

の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
場
合
、
子
ど
も
の

多
い
世
帯
ほ
ど
削
減
額
が
大
き
く
な
る
と

指
摘
し
ま
し
た
。
京
都
市
内
の
40
代
の
親

子
４
人
家
族
の
場
合
、
前
回
と
今
回
の
削

減
で
総
額
２
万
６
０
０
０
円
も
減
ら
さ
れ

る
と
批
判
し
、
国
に
対
し
て
今
回
の
生
活

保
護
基
準
の
引
き
下
げ
を
中
止
す
る
よ
う

求
め
ま
し
た
。

　
知
事
は
「
生
活
保
護
基
準
を
も
と
に
算

定
さ
れ
る
就
学
援
助
制
度
等
に
影
響
し
な

い
よ
う
国
に
求
め
る
」と
答
弁
し
ま
し
た
。

北
部
医
療
セ
ン
タ
ー
に

常
勤
の
脳
外
科
医
を

無
医
地
区・無
歯
科
医
地
区

の
対
策
を

　
北
部
医
療
セ
ン
タ
ー
に
常
勤
の
脳
外
科

医
が
い
な
い
た
め
に
、
緊
急
手
術
の
場
合

は
舞
鶴
医
療
セ
ン
タ
ー
に
行
く
か
、
豊
岡

に
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で
行
く
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
知
事
は
、
40
年
も
前
の
蜷
川
府
政
時

代
と
比
較
し
て
、「
脳
外
科
に
つ
い
て
は

北
部
の
市
町
村
で
合
意
さ
れ
て
い
る
」
な

ど
と
強
弁
し
、
府
民
の
願
い
に
背
く
無
責

任
な
答
弁
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
弥
栄
病

院
で
産
婦
人
科
の
常
勤
医
の
後
任
が
決

ま
っ
て
い
な
い
問
題
を
抜
本
的
に
解
決
す

まちこわしＮＯ！ 
安心して住み続けられる府政へ

　今回も昨年に続き、代表質問で取上げたの
は下京区内を中心としたすさまじい民泊やホ
テル建設ラッシュによる「まちこわし」の問
題でした。
　私は、全国一の地価の高騰など「京都が京
都でなくなる」現状は、国と府市一体でイン
バウンドに偏重した観光戦略をすすめてきた
結果だということ、また、貴重な学校跡地な
どの市民財産をはじめとした歴史と伝統を食
い物にしようとする、急速なまちこわしその
ものだと知事の府政運営を厳しく批判しまし

た。また、安心して住み続けるためには原発
再稼働は論外です。大飯原発再稼働に抗議す
る宣伝を行いました。 ［西脇いく子］

大飯原発再稼働抗議宣伝（5月10日）

る
た
め
に
、
常
勤
医
を
増
や
す
よ
う
求
め

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
無
医
地
区
13
地
域
、

無
歯
科
医
地
区
18
地
域
の
解
決
が
求
め
ら

「空白の一日」（給与面など
不利益）の解消を実現！
本庄たかお（京都市山科区）

　府教育委員会は3月1日、公立学校
で常勤講師など臨時教員（約1800人）を再任用する
際に、年度末の一日だけ離職させていた「空白の一日」
を新年度から解消すると発表しました。
　12月府議会一般質問で、京都府の臨時教員（教員
の23％）の「給与面での不利益」を指摘し、給与や

単価の引き上げ、「空白の一日」解消などの待遇改善
を求めた結果です。
　試算すると、3月31日の給与として平均１万４千円
が支給されるほか、ボーナスは満額支給で平均9万3
千円アップ、1年ごとに出ていた退職手当は期間通算
で増額します。
　京都府は臨時教員が多用されており、いざという時
に教員の代替者が見つからず「教育に穴が空く」問題
も起こっています。正規も臨時も教職員がいきいき働
ける環境の実現は待ったなしです。

れ
て
い
る
と
指
摘
し
、
住
む
地
域
に

よ
っ
て
医
療
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と

が
な
い
よ
う
改
善
を
求
め
ま
し
た
。
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一般質問
2月13日

原田完議員
（京都市中京区）

　
原
田
完
議
員
は
、
中
小
企
業
や
農
家
へ

の
支
援
、
文
化
財
修
復
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。

中
小
企
業
に
寄
り
添
う

経
営
支
援
を

　
原
田
議
員
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
つ
い

て
、「
大
企
業
の
利
益
最
優
先
の
金
融
緩

和
政
策
は
、
京
都
経
済
に
否
定
的
影
響
を

与
え
て
い
る
」
と
知
事
に
認
識
を
質
し
ま

し
た
。

　
知
事
は
、「
日
銀
京
都
支
店
は
、
直
近

の
景
気
判
断
を
『
拡
大
し
て
い
る
』
と
し

て
い
る
」と
答
弁
。議
員
は
、「
倒
産
は
減
っ

て
も
、
自
主
廃
業
が
増
え
、
総
合
的
に
見

れ
ば
企
業
減
少
は
止
ま
っ
て
い
な
い
」
と

指
摘
し
、
実
態
を
率
直
に
見
る
よ
う
批
判

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
１
９
６
６
年
４
月
に
蜷
川
府
政

　

２
月
13
日
、
14
日
、
15
日
の
3
日
間
に
わ
た
っ
て
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、

日
本
共
産
党
か
ら
は
、
原
田
完
、
み
つ
な
が
敦
彦
、
島
田
け
い
子
の
各
議
員

が
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。

が
全
国
初
で
無
担
保
無
保
証
人
融
資
を
創

設
し
た
意
義
を
語
り
、
中
小
業
者
を
府
民

の
暮
ら
し
の
土
台
と
位
置
づ
け
た
こ
と
を

紹
介
し
ま
し
た
。
２
０
０
４
年
４
月
に
山

田
知
事
は
、
経
営
指
導
金
融
の
団
体
受
付

を
金
融
機
関
窓
口
に
変
更
し
、
中
小
企
業

に
寄
り
添
っ
た
指
導
融
資
か
ら
後
退
し
た

と
指
摘
。

　
知
事
は
、「
融
資
実
績
も
増
加
し
て
い

る
」
な
ど
と
答
弁
し
ま
し
た
が
、議
員
は
、

都
合
の
い
い
年
度
だ
け
切
り
取
っ
た
数
字

の
ご
ま
か
し
だ
と
批
判
し
、「
現
実
に
は

山
田
知
事
の
任
期
間
に
半
減
し
て
い
る
」

と
指
摘
。
中
小
企
業
に
寄
り
添
っ
た
経
営

指
導
融
資
と
団
体
受
付
の
復
活
を
求
め
ま

し
た
。

文
化
財
修
復
事
業
へ
の

参
加
事
業
者
拡
大
を

　
原
田
議
員
は
、
暫
定
登
録
文
化
財
制
度

発
足
に
つ
い
て
、
登
録
業
者
の
み
な
ら

ず
、
よ
り
多
く
の
事
業
者
が
文
化
財
に
携

わ
り
、
伝
統
技
術
の
伝
承
、
技
術
向
上
に

貢
献
で
き
る
よ
う
に
提
起
し
、
暫
定
登
録

文
化
財
の
調
査
、
認
定
、
修
復
に
向
け
た

ヘ
リ
テ
ー
ジ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
地
域
歴
史

文
化
遺
産
保
全
活
用
推
進
員
）
の
積
極
的

養
成
と
活
用
を
求
め
ま
し
た
。

　
教
育
長
は
、「
府
内
企
業
の
育
成
、
技

術
者
の
養
成
を
図
り
、文
化
財
保
存
技
術
・

技
能
の
継
承
に
努
め
た
い
」
と
答
弁
し
ま

し
た
。

農
家
へ
の
戸
別
所
得
補
償
を

継
続
せ
よ

　
原
田
議
員
は
、
国
の
農
業
「
競
争
力
強

化
」
関
連
８
法
の
問
題
点
を
指
摘
し
、
関

係
者
の
生
の
声
を
紹
介
し
、
農
業
者
の
支

援
の
た
め
に
京
都
府
で
戸
別
所
得
補
償
に

準
じ
た
独
自
施
策
を
行
う
よ
う
追
及
。
ま

た
、
農
業
機
械
設
備
へ
の
一
層
の
支
援
等

を
求
め
ま
し
た
。

　
理
事
者
は
、
関
連
８
法
は
大
規
模
農
業

者
を
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
「
本

府
で
は
中
山
間
地
域
の
小
規
模
な
農
業
者

や
農
村
集
落
を
支
え
て
い
く
こ
と
も
重
要

課
題
」
と
し
な
が
ら
、所
得
補
償
は
否
定
。

原
田
議
員
は
、「
戸
別
所
得
補
償
制
度
の

復
活
が
農
業
支
援
に
つ
な
が
る
」
と
主
張

し
ま
し
た
。

二極分化が進む京都の経済

　京都の経済の二極分化が非常に厳しい状況となってきていま
す。京都の主要な企業は史上最高益と報道では伝えられています
が、　私たちの暮らしの実態や中小企業の経営実態は、より一層
厳しい状況になっています。先日商店街の総会に参加して、商店
数の減少、消費購買力の減少、スーパーの進出による来街客数の
減少や、商店の減少などの厳しい報告を伺いました。
　家族で生鮮食料品店を営む方のお話も嘆きの言葉しか出てきま
せん。しかし地域の暮らしを支えてきた自負、地域の役員や地域
コミュニティーの核としての役割、商店街を盛り上げて、地域の
暮らしを支える商店街や商店活動で地域貢献への思いが伝わる会
議でした。
　観光に特化した商店街がもてはやされる中で、地域に根を張っ
た商店街づくりの思いにこたえられる議会活動に頑張らなければ
と決意を新たにしました。 ［原田完］
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一般質問
2月14日

みつなが敦彦議員
（京都市左京区）

地
域
の
実
態
や
住
民
の
要
望
を

ふ
ま
え
た
保
健
医
療
計
画
に

　
み
つ
な
が
敦
彦
議
員
は
、
京
都
府
保
健

医
療
計
画
最
終
案
で
示
さ
れ
た
基
準
病
床

数
は
、
２
０
２
５
年
ま
で
の
地
域
医
療
ビ

ジ
ョ
ン
・
京
都
府
地
域
包
括
ケ
ア
構
想
を

基
本
に
し
て
検
討
さ
れ
て
き
た
も
の
だ

が
、
医
療
提
供
体
制
と
介
護
資
源
が
足
り

ず
に
偏
在
し
て
い
る
こ
と
が
最
大
の
課
題

だ
と
指
摘
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
地
域
包

括
ケ
ア
構
想
で
「
増
え
る
」
と
し
て
い
た

基
準
病
床
数
が
「
減
る
」
計
画
に
な
っ
て

い
る
こ
と
を
批
判
し
、
医
療
圏
ご
と
に
、

地
域
の
実
態
を
把
握
し
、
患
者
の
ニ
ー
ズ

な
ど
の
要
望
を
聞
い
た
計
画
に
す
る
必
要

が
あ
る
と
述
べ
ま
し
た
。

　
知
事
は
、「
地
区
医
師
会
な
ど
と
調
整

会
議
も
実
施
し
検
討
し
て
い
く
」
な
ど
と

答
弁
し
ま
し
た
。

常
勤
医
師
の
確
保
の

と
り
く
み
強
化
を

　
北
部
医
療
セ
ン
タ
ー
を
開
設
す
る
際

に
、
知
事
は
、
総
合
診
療
医
の
養
成
に
よ

る
地
域
医
療
の
将
来
を
つ
く
り
上
げ
る
と

し
て
き
ま
し
た
が
、
常
勤
医
師
は
減
り
、

日
替
わ
り
派
遣
が
常
態
化
し
て
い
る
と
批

判
し
ま
し
た
。
府
が
こ
れ
ま
で
も
「
オ
ー

ル
京
都
で
医
師
確
保
を
す
る
」
と
い
っ
て

き
た
経
過
か
ら
も
、
京
都
大
学
と
も
よ
く

連
携
し
て
医
師
不
足
が
生
じ
な
い
よ
う
に

求
め
ま
し
た
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

実
態
把
握
と

相
談
窓
口
の
設
置
を

　
光
永
議
員
は
、
大
阪
歯
科
大
の
濱
島
准

教
授
ら
が
行
っ
た
「
18
歳
以
下
の
子
ど
も

が
高
齢
者
や
家
族
の
介
護
や
家
事
等
を

担
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
」
の
実
態
調
査
を
紹

介
し
、
京
都
府
で
も
実
態
を
把
握
し
分
析

を
行
う
必
要
性
を
強
調
し
ま
し
た
。ま
た
、

孤
立
し
相
談
で
き
な
い
生
徒
が
困
っ
た
時

に
、
気
軽
に
相
談
で
き
る
窓
口
の
設
置
を

求
め
ま
し
た
。

保
護
者
や
地
域
の
納
得
と

合
意
の
な
い

高
校
再
編
計
画
は
白
紙
に

　
平
成
32
年
度
か
ら
加
悦
谷
高
校
と
宮
津

高
校
、
久
美
浜
高
校
と
網
野
高
校
を
統
合

し
、「
学
舎
制
」
の
導
入
・
実
施
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
高
校
生
活
が
具
体
的
に
ど

う
な
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け

る
の
か
、
全
く
情
報
が
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、

不
安
や
怒
り
の
声
が
噴
出
し
て
い
ま
す
。

　
光
永
議
員
は
、
教
員
や
予
算
削
減
を
し

な
い
と
明
言
が
で
き
る
の
か
、
部
活
の
合

同
練
習
や
行
事
等
の
経
費
の
負
担
は
ど
う

な
る
の
か
等
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る

よ
う
追
及
。
丹
後
・
与
謝
の
保
護
者
や
住

民
か
ら
学
舎
制
を
見
直
し
、
単
独
校
と
し

て
残
す
こ
と
等
を
求
め
る
署
名
が
提
出
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
高
校
再
編
方
針

は
一
旦
白
紙
に
戻
す
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
教
育
長
は
、「
不
安
の
声
が
あ
っ
た
と

は
聞
い
て
い
な
い
」
な
ど
と
、
保
護
者
や

生
徒
に
冷
た
い
答
弁
を
行
い
ま
し
た
。

府民目線とは？ が問われた議会

　4期16年続いた山田知事最後の議会。本会議の質問では、わが党
以外は、餞のことばをはるかにしのぐ山田知事を天まで持ち上げる
質問ばかり。しかし、最後の予算で「民間社会福祉施設サービス向
上補助金」6億円を事業者にまともな説明なく事実上廃止し、批判
や悲鳴が上がり、京都府への申し入れも行われ、総括質疑で山田知
事は「新しい知事が、補正予算も含めて検討する」と苦し紛れの言
い逃れ。あまりに酷いものです。
　知事選挙の結果は、西脇新知事は府民のわずか2割以下の支持し
か得られないままの船出となりました。6月議会では、初めての本
格補正予算が提案されます。山田知事が述べた通り、まともに削減
した予算が復活されるのか、子どもの医療費が拡充されるのか等が
問われています。知事選でかかげた要求実現にむけ、全力をあげる
一年にして、来春の統一地方選挙で、故上原裕美子府議の議席奪還
も含む議員団の躍進へ力を尽くします。 ［みつなが敦彦］



8Spring.2018●府会だより

い
う
こ
と
を
指
摘
。
高
校
教
育
で
取
り
扱

う
こ
と
や
、
保
健
師
な
ど
の
専
門
職
に
よ

る
啓
発
・
研
修
を
行
う
こ
と
な
ど
を
提
案

し
ま
し
た
。

発
達
障
が
い
の
早
期
発
見
・

療
育
の
た
め
の
体
制
充
実
、

市
町
村
へ
の
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
の
配
置
を

　
発
達
障
害
児
へ
の
支
援
の
問
題
で
は
、

自
治
体
ご
と
の
取
り
組
み
に
格
差
が
生
じ

な
い
よ
う
、
財
政
規
模
の
小
さ
い
自
治
体

へ
の
専
門
職
の
増
員
な
ど
を
支
援
す
る
こ

と
、
早
期
発
見
・
早
期
療
育
の
た
め
の
専

門
医
療
機
関
の
体
制
強
化
を
図
る
こ
と
な

ど
を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
市
町
村
の
家

庭
児
童
相
談
室
に
つ
い
て
、
虐
待
相
談
等

の
対
応
件
数
が
増
え
、
相
談
員
の
負
担
が

重
く
な
っ
て
い
る
現
状
を
指
摘
し
た
上
で
、

人
材
確
保
へ
の
支
援
や
児
童
相
談
所
の
体

制
強
化
な
ど
、
市
町
村
か
ら
出
さ
れ
て
い

る
要
望
に
応
え
る
よ
う
迫
り
ま
し
た
。

ひ
き
こ
も
り
者
の

実
態
を
把
握
し
、

寄
り
添
っ
た
支
援
を

　
島
田
議
員
は
、
ひ
き
こ
も
り
者
へ
の
支

援
に
つ
い
て
、
府
の
取
り
組
み
の
評
価
と

課
題
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
京
都
府
が
昨
年
実
施
し
た
実
態
調
査
で

は
、
行
政
等
の
支
援
を
受
け
て
い
な
い
人

が
44
％
も
い
る
こ
と
、
ひ
き
こ
も
り
の
長

期
化
・
高
年
齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
、

年
齢
層
が
高
い
ほ
ど
生
活
が
苦
し
く
な
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
こ
う
し
た
深
刻
な
実
態
は
、
全
国
ひ

き
こ
も
り
家
族
会
連
合
会
に
よ
る
調
査
で

も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
島
田
議
員
は
、
民
間
支
援
団
体
が
主
催

す
る
集
い
に
参
加
し
、
そ
こ
で
直
接
聞
い

た
当
事
者
の
声
や
支
援
活
動
の
経
験
を
紹

介
。
行
政
と
し
て
な
す
べ
き
専
門
的
支
援

に
つ
い
て
の
検
討
と
体
制
強
化
が
必
要
と

問
題
提
起
し
、
府
の
事
業
（
チ
ー
ム
絆
・

地
域
チ
ー
ム
）
を
受
託
す
る
民
間
支
援
団

体
の
安
定
的
・
継
続
的
な
活
動
が
保
障
で

き
る
よ
う
財
政
支
援
を
拡
充
す
る
こ
と
、

家
族
な
ど
が
利
用
す
る
相
談
・
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と

な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

　
知
事
は
、
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
支
援

策
を
列
挙
し
た
も
の
の
、
具
体
的
な
要
望

に
は
答
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

チ
ャ
イ
ル
ド
・
マ
ル
ト
リ
ー

ト
メ
ン
ト
の
防
止
へ

啓
発
・
研
修
を

　
次
に
取
り
上
げ
た
の
は
、「
子
ど
も
へ

の
不
適
切
な
養
育
」
と
訳
さ
れ
る
チ
ャ
イ

ル
ド
・
マ
ル
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
の
問
題
で

す
。
直
接
的
暴
力
だ
け
で
な
く
、
し
つ
け

の
つ
も
り
で
行
う
罵
倒
や
ス
ポ
ー
ツ
指
導

者
に
よ
る
し
ご
き
、
ネ
グ
レ
ク
ト
や
面
前

Ｄ
Ｖ
な
ど
の
マ
ル
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
に

よ
っ
て
脳
が
変
形
し
、
愛
着
障
害
や
暴
力

衝
動
な
ど
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
が
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
島
田
議
員
は
、
こ
の
問
題
に
取
り
組
ん

で
い
る
福
井
大
学
の
友
田
明
美
教
授
か
ら

お
聞
き
し
た
内
容
を
紹
介
し
、
そ
の
予
防

に
は
正
確
な
知
識
の
普
及
が
効
果
的
だ
と

一般質問
2月15日

島田けい子議員
（京都市右京区）

民間社会福祉施設への支援強化を！

　重度障害者在宅支援事業は、障害が重く医療
的ケアが必要な利用者を受け入れるために看護
師を配置する事業所への補助制度です。府が、
国の一部制度拡充を理由に廃止しようとする
中、府内111か所の共同作業所等が加盟する
きょうされん京都支部から、同事業の継続を求
める知事あて要望書が出されました。国の制度
は基準が厳しく、事実上、看護師確保ができな
くなり、医療的ケアが必要な支援学校卒業生を
受け入れられなくなるとの現場の声を紹介し、
制度継続を求めました。民間社会福祉施設サー
ビス向上補助金の廃止と合わせ、重大な影響を
現場にもたらしており、引き続き現場と連携し
て取り組みます。 ［島田けい子］

福井大学―友田教授の著書
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京都の「北山文化環境ゾーン」の整備計画を
あの「森ビル」が受託

　植物園、コンサートホール、府立大学などが立ち並ぶ「北山文化
環境ゾーン」。
　地下鉄の駅に一番近い場所に「府立総合資料館」がありましたが、
南側に移転して「京都学歴彩館」としてオープンしています。同時
に「総合資料館跡地活用等検討委員会」が設置されて、その跡地を
どのように利用するのか検討を進めてきました。ところが検討結果
も出ないまま、「（文化環境ゾーン全体の）プロムナード（歩道）の
整備計画」の作成を、「検討委員会」のメンバーでもある森ビル㈱
に委託したのです。六本木ヒルズで有名な森ビル㈱です。
　3月の文教常任委員会でこのことを質すと、与党席からも

「えっ？」と驚きの声。しかもプロポーザルによる契約で、応募は
森ビル㈱1社のみ。本来、1社しか応募がなければやり直すべきです。

「府民に知らせずに、府民の合意のないまま開発を続けるのはやめ
るべき」と厳しく求めました。 ［山内よし子］

予算特別委員会
知事総括質疑

3月2日

山内よし子委員
（京都市南区）

　
知
事
は
、
社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
在
り

方
検
討
委
員
会
で
、「
地
域
貢
献
」
な
ど
を

テ
ー
マ
に
検
討
を
重
ね
て
き
た
と
強
弁
し
、

新
知
事
の
下
で
肉
付
け
補
正
予
算
が
検
討

さ
れ
る
と
し
て
、
今
回
の
補
助
金
削
減
を

正
当
化
し
ま
し
た
。

　
山
内
議
員
は
、
土
台
を
支
え
る
補
助
金

の
カ
ッ
ト
は
認
め
ら
れ
な
い
と
、
重
ね
て

撤
回
を
求
め
ま
し
た
。

国
保
の
都
道
府
県
化
を

進
め
た
責
任
は
重
大
。

保
険
料
を
引
き
下
げ
、
乱
暴

な
取
り
立
て
は
中
止
せ
よ
。

　
山
内
議
員
は
、
４
月
か
ら
始
ま
る
国
民

健
康
保
険
の
都
道
府
県
化
に
つ
い
て
、
一
番

の
目
的
は
国
の
社
会
保
障
費
削
減
で
あ
り
、

国
保
制
度
を
「
相
互
扶
助
」
の
制
度
に
改

変
す
る
も
の
だ
と
し
て
、
こ
れ
を
推
進
し

て
き
た
知
事
の
責
任
を
追
及
し
ま
し
た
。

　
京
都
府
で
は
、
加
入
世
帯
の
一
割
以
上

が
保
険
料
を
滞
納
し
て
お
り
、
そ
の
半
分

が
短
期
証
・
資
格
証
を
交
付
さ
れ
て
い
る

現
状
が
あ
り
ま
す
。
保
険
料
が
あ
ま
り
に

も
高
す
ぎ
る
か
ら
で
す
。

　
知
事
は
、
こ
れ
ま
で
「
３
４
０
０
億
円

の
国
費
補
充
が
あ
る
か
ら
負
担
軽
減
が
行

わ
れ
る
」
と
答
弁
し
、
マ
ス
コ
ミ
も
「
全

市
町
村
で
減
額
に
な
る
」
と
報
道
し
ま

し
た
が
、
実
際
に
は
向
日
市
が
３
年
で

２
万
５
千
円
も
の
値
上
げ
を
強
行
し
た

他
、
京
田
辺
市
が
２
０
１
９
年
度
以
降
に

大
幅
値
上
げ
が
必
要
と
試
算
し
て
い
る
な

ど
、
５
市
町
で
値
上
げ
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
山
内
議
員
は
こ
う
し
た
事
実
を
示
し
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
行
っ
て
で

も
、
京
都
府
が
保
険
料
負
担
軽
減
の
先
頭

に
立
つ
よ
う
迫
り
ま
し
た
。
ま
た
、
徴
収

強
化
で
自
治
体
を
競
わ
せ
、
乱
暴
な
取
り

立
て
に
つ
な
が
る
地
方
税
機
構
へ
の
移
管

を
推
進
し
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
、
こ
れ

を
や
め
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
知
事
は
、
厚
生
労
働
省
が
市
町
村
に
赤

字
解
消
を
迫
っ
て
い
る
こ
と
は
脇
に
お
い

て
、
保
険
料
値
上
げ
な
ど
の
責
任
を
市
町

村
に
押
し
付
け
る
姿
勢
に
終
始
し
ま
し
た
。

福
祉
施
設
へ
の

補
助
金
削
る
な

　
次
に
取
り
上
げ
た
の
は
、
民
間
社
会
福

祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
向
上
補
助
金
の
削
減
問

題
で
す
。
社
会
福
祉
法
人
に
対
し
て
、
保

育
園
児
一
人
あ
た
り
１
万
７
千
円
、
障
害

児
者
一
人
あ
た
り
３
万
円
な
ど
、
社
会
福

祉
法
人
の
運
営
を
支
え
て
き
た
補
助
金
を

原
則
廃
止
す
る
も
の
で
、「
こ
れ
が
な
く

な
れ
ば
、
人
件
費
に
し
わ
寄
せ
す
る
し
か

な
い
」「
年
間
１
２
０
０
万
円
の
補
助
を

見
込
ん
で
事
業
計
画
を
立
て
て
い
た
の

に
」「
こ
の
お
金
で
屋
根
を
直
す
予
定
だ
っ

た
の
に
」
な
ど
、
関
係
者
か
ら
怒
り
と
と

ま
ど
い
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　
山
内
議
員
は
、
事
前
の
説
明
が
な
か
っ

た
こ
と
も
含
め
て
厳
し
く
批
判
し
、
補
助

金
削
減
を
撤
回
す
る
よ
う
迫
り
ま
し
た
。
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予算特別委員会
知事総括質疑

3月5日

まえくぼ義由紀委員
（宇治市・久御山町）

い
な
い
と
指
摘
。
ま
た
、
山
砂
利
採
取
後

の
埋
め
戻
し
と
し
て
、
本
府
が
産
廃
と
認

定
し
た
10
ト
ン
ダ
ン
プ
約
３
０
０
０
台
分

が
不
法
に
持
ち
込
ま
れ
、
10
年
以
上
経
過

し
て
も
撤
去
さ
れ
た
の
は
僅
か
４
５
６
台

分
だ
と
厳
し
く
批
判
し
、
何
よ
り
も
住
民

が
求
め
る
違
法
行
為
の
解
決
こ
そ
優
先
さ

せ
る
べ
き
だ
と
強
調
し
ま
し
た
。

土
壌
汚
染
調
査
を
行
い

地
下
水
汚
染
の
原
因
究
明
を

　
ネ
ク
ス
コ
西
日
本
が
、
城
陽
東
部
丘
陵

地
で
新
名
神
高
速
道
路
ル
ー
ト
予
定
地
の

地
盤
調
査
の
た
め
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
地
下
26
メ
ー
ト
ル
ま
で

の
所
か
ら
、瓦
・
木
材
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
片
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
片
な
ど

が
出
て
き
ま
し
た
。
前
窪
議
員
は
、
こ
の

こ
と
か
ら
も
産
廃
が
入
っ
て
い
る
疑
い
が

濃
厚
だ
と
述
べ
、
土
壌
対
策
法
、
府
環
境

を
守
り
育
て
る
条
例
な
ど
を
駆
使
し
、
事

業
者
・
地
権
者
に
土
壌
調
査
を
行
わ
せ
る

よ
う
追
及
し
ま
し
た
。

　
知
事
は
、「
環
境
基
準
を
超
え
た
井
戸

水
は
飲
用
し
な
い
よ
う
指
導
し
て
い
る
」

と
答
弁
し
ま
し
た
が
、
原
因
究
明
へ
の
姿

勢
は
示
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

憲
法
９
条
を
守
り

米
軍
基
地
・
原
発
再
稼
働
に

キ
ッ
パ
リ
反
対
を

　
前
窪
議
員
は
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
府
庁

１
５
０
年
の
歴
史
に
米
軍
基
地
・
原
発
再

稼
働
を
容
認
し
た
知
事
と
し
て
名
を
残
す

こ
と
に
な
る
と
強
調
し
、
自
治
体
の
首
長

と
し
て
府
民
の
声
に
寄
り
添
い
は
っ
き
り

反
対
の
姿
勢
を
示
す
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
知
事
は
、「
原
発
を
容
認
す
る
と
一
度

も
言
っ
た
こ
と
は
な
い
」
と
答
弁
し
た
も

の
の
、「
反
対
す
る
」
と
の
発
言
は
し
ま

せ
ん
で
し
た
。
さ
ら
に
知
事
は
、
９
条
改

憲
へ
の
態
度
表
明
を
一
貫
し
て
拒
み
続
け

る
一
方
、「
地
方
自
治
の
位
置
付
け
」
を

安
倍
首
相
に
要
望
し
大
歓
迎
さ
れ
た
と
指

摘
。
前
窪
議
員
は
、
蜷
川
知
事
は
「
憲
法

改
悪
は
、
戦
争
前
夜
の
声
」
と
厳
し
く
批

判
し
、
憲
法
擁
護
の
先
頭
に
た
っ
て
、
府

庁
の
正
面
に
「
憲
法
を
く
ら
し
の
中
に
生

か
そ
う
」
の
た
れ
幕
を
掲
げ
、
ポ
ケ
ッ
ト

憲
法
を
発
行
す
る
な
ど
普
及
に
努
め
た
と

の
べ
ま
し
た
。

城
陽
東
部
丘
陵
地
の

違
法
開
発
行
為
の
中
止
を

　
城
陽
市
の
東
部
丘
陵
地
約
４
２
０
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
市
面
積
の
13
％
を
占
め
る
広
大

な
山
砂
利
採
取
跡
地
で
大
規
模
な
開
発
が

進
め
ら
れ
、
府
市
は
、
先
行
整
備
地
区
に

三
菱
系
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
、
物
流
拠

点
等
を
誘
致
す
る
計
画
で
す
が
、
そ
の
た

め
に
、
新
名
神
に
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
の

設
置
や
関
連
道
路
な
ど
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
前
窪
議
員
は
、
山
砂
利
採
取
区
域
の
保

安
林
83
・
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち
、
約

45
・
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
違
法
に
伐
採
さ
れ
、

い
ま
も
約
15
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
復
旧
さ
れ
て南山城村メガソーラー問題で申し入れ（4月11日）

国・大企業いいなり府政の転換を

　山田知事最後の予算総括質疑を行いました。この間、
米軍基地の建設、高浜・大飯原発の再稼働を容認してき
た知事の姿勢をただしました。知事として答弁する最後
の機会であり、国や大企業に対しはっきりものをいうべ
きだと求めました。
　しかし、残念ながら山田知事は、これまでの答弁を繰
り返し府民の不安の声に心を寄せることはありませんで
した。やっぱり官僚出身知事としての限界を実感しました。
　知事選挙の結果、今度は国交省出身の知事が就任する
ことになりました。「山田府政の継承」、「国との太いパ
イプ」を売り物にし、北陸新幹線の延伸などハード整備
以外は総花的な主張だっただけに、暮らしの要求と結ん
だ運動・議会論戦に全力で頑張ります。
 ［まえくぼ義由紀］



11 府会だより● Spring. 2018

意見書・決議案討論
3月12日

成宮まり子議員
（京都市西京区）

た
請
願
署
名
を
紹
介
し
、
深
刻
な
実
態
に

し
っ
か
り
と
目
を
向
け
、
実
行
あ
る
対
策

を
打
ち
尽
く
す
本
府
の
本
気
度
が
求
め
ら

れ
る
と
の
べ
ま
し
た
。

　「
子
ど
も
の
医
療
を
中
学
卒
業
ま
で
無

料
化
す
る
こ
と
を
求
め
る
決
議
」
案
、「
す

べ
て
の
中
学
校
で
全
員
制
の
温
か
い
給
食

を
求
め
る
決
議
」
案
、「
高
等
学
校
の
通

学
費
補
助
の
充
実
を
求
め
る
決
議
」
案
に

つ
い
て
、
子
ど
も
の
貧
困
に
目
を
向
け
た

速
や
か
な
対
策
を
訴
え
ま
し
た
。

　「
京
都
府
独
自
の
米
の
戸
別
所
得
補
償

を
求
め
る
決
議
」
案
に
つ
い
て
、
国
に
制

度
の
復
活
を
求
め
る
と
と
も
に
独
自
の
補

償
で
農
家
を
下
支
え
す
る
こ
と
が
必
要
と

の
べ
ま
し
た
。

　
三
会
派
提
案
の
「
所
有
者
不
明
の
土
地

利
用
を
求
め
る
意
見
書
」案
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
国
土
交
通
省
に
よ
る
不
明
土
地
の

活
用
を
行
う
し
く
み
が
提
案
さ
れ
て
い
る

が
、
都
道
府
県
知
事
の
裁
定
で
権
利
取
得

が
可
能
に
な
る
こ
と
や
財
産
権
の
侵
害
に

繋
が
る
お
そ
れ
が
あ
る
等
の
理
由
か
ら
反

対
し
ま
し
た
。

　
成
宮
ま
り
子
議
員
は
閉
会
本
会
議
で
、

議
員
団
を
代
表
し
て
10
意
見
書
案
及
び
７

決
議
案
に
つ
い
て
の
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
党
議
員
団
提
案
の
「
森
友
学
園

問
題
等
の
真
相
究
明
を
求
め
る
意
見
書
」

案
に
つ
い
て
、
決
済
文
書
を
改
ざ
ん
す
る

こ
と
は
国
政
調
査
権
を
蹂
躙
す
る
歴
史
的

暴
挙
で
あ
る
と
批
判
し
、
真
相
の
徹
底
究

明
を
求
め
る
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
は

府
民
的
要
請
だ
と
の
べ
ま
し
た
。

　「
日
米
地
位
協
定
の
抜
本
的
見
直
し
を

求
め
る
意
見
書
」
案
に
つ
い
て
、
沖
縄
県

の
普
天
間
基
地
海
兵
隊
機
に
よ
る
事
故
や

ト
ラ
ブ
ル
は
、
２
月
の
オ
ス
プ
レ
イ
機
体

部
品
落
下
事
故
、
昨
年
12
月
の
輸
送
ヘ
リ

に
よ
る
保
育
園
や
小
学
校
へ
の
部
品
落

下
、
不
時
着
も
今
年
３
件
も
発
生
す
る
な

ど
異
常
事
態
だ
と
厳
し
く
批
判
し
、
地
位

協
定
の
見
直
し
を
訴
え
ま
し
た
。

　「
大
飯
原
発
３・４
号
機
を
は
じ
め
、
原

発
の
稼
働
中
止
を
求
め
る
意
見
書
」
案
に

つ
い
て
は
、
東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
事

故
か
ら
７
年
目
を
迎
え
た
の
に
、
い
ま
だ
事

故
の
収
束
も
廃
炉
の
見
通
し
も
行
わ
れ
て

い
な
い
と
批
判
。
安
倍
政
権
に
よ
る
原
発

再
稼
働
推
進
に
対
し
、
原
発
の
再
稼
働
を

中
止
し
廃
炉
に
す
る
よ
う
主
張
し
ま
し
た
。

　「『
働
き
方
改
革
』
一
括
法
案
を
提
出
し

な
い
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
」
案
に
つ
い

て
は
、
過
労
死
に
繋
が
る
裁
量
労
働
制

の
拡
大
や
財
界
要
求
で
あ
る
高
度
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
の
問
題
を
指
摘
し
、

長
時
間
労
働
を
強
い
過
労
死
を
進
め
る
し

く
み
は
撤
回
し
か
な
い
と
の
べ
ま
し
た
。

　「
生
活
保
護
基
準
引
き
下
げ
中
止
を
求

め
る
意
見
書
」
案
に
つ
い
て
は
、
生
活
保

護
基
準
引
き
下
げ
は
子
ど
も
の
貧
困
対
策

に
逆
行
し
府
民
生
活
全
体
に
深
刻
な
影
響

を
も
た
ら
す
と
指
摘
。
就
学
援
助
な
ど
に

直
接
影
響
す
る
と
同
時
に
、
住
民
税
非
課

税
基
準
に
も
連
動
し
て
保
育
料
や
国
保
料

な
ど
、
暮
ら
し
全
体
が
切
り
下
げ
ら
れ
る

と
の
べ
ま
し
た
。

　「
民
間
社
会
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
向
上

補
助
金
の
大
幅
な
見
直
し
と
削
減
の
撤
回

を
も
と
め
る
決
議
」
案
に
つ
い
て
、
来
年

度
か
ら
の
大
幅
見
直
し
・
削
減
の
計
画
を

２
月
半
ば
に
な
っ
て
か
ら
新
聞
紙
上
で
関

係
者
が
知
ら
さ
れ
た
と
批
判
。
ま
た
、「
京

都
府
重
度
障
害
児
（
者
）
在
宅
生
活
支
援

事
業
の
継
続
を
求
め
る
決
議
」
案
に
つ
い

て
は
、
関
係
者
か
ら
制
度
拡
充
の
声
が
毎

年
寄
せ
ら
れ
る
中
で
の
廃
止
で
あ
る
た
め

撤
回
を
訴
え
ま
し
た
。

　「
学
費
・
奨
学
金
の
負
担
軽
減
を
求
め

る
意
見
書
」
案
、「
若
者
の
雇
用
改
善
を

求
め
る
決
議
」
案
に
つ
い
て
、
提
出
さ
れ

くらし丸ごと支える府政の役割発揮を

　意見書・決議の討論でとりあげた「子どもの医療費を中学卒
業まで無料化」や「すべての中学校で全員制のあったかい給食
を」「民間社会福祉施設への補助金削減撤回」などは、知事選
でも大きな争点になりました。
　子育てママたちからは「引っ越してきたけど3歳児にも医療
費かかるなんてビックリ」「中学校給食が無い!?遅れてる」と
の声。保育園や福祉施設の職員さんからは、「この仕事が好き
だから働き続けたい。人手が足りず給料も低いのに補助金カッ
トはひどい」などの声が次々と寄せられました。
　府議会は、西脇新知事との論戦が目前です。“くらしを丸ご
と支えるのが京都府の本来の役割ではないのか。府民の声を聞
くべき”と正面から迫ります。この間「人と人とのつながり」と、
要求運動をさらに前へとすすめながら、全力で、がんばりぬく
決意です。 ［成宮まり子］
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2018年2月議会　意見書・決議案議決結果
意見書
案番号 件名 議決月日 提案 

会派
議決 
結果

賛否の状況
共産 自民 民進 公明 維新

第1号 高齢者・若年成人等の消費者被害を防止・救済す
る実効的な消費者契約法の改正を求める意見書 3月12日 自民・民進・公明 可決 ○ ○ ○ ○ ○

第2号 中小河川の河道掘削の予算の確保を求める意
見書 3月12日 自民・民進・公明 可決 ○ ○ ○ ○ ○

第3号 バリアフリー法の改正及びその円滑な施行を
求める意見書 3月12日 自民・民進・公明 可決 ○ ○ ○ ○ ○

第4号 所有者不明の土地利用を求める意見書 3月12日 自民・民進・公明 可決 × ○ ○ ○ ○

第5号 森友学園問題等の真相究明を求める意見書 3月12日 日本共産党 否決 ○ × × × ×

第6号 日米地位協定の抜本的見直しを求める意見書 3月12日 日本共産党 否決 ○ × × × ×

第7号 生活保護基準引き下げ中止を求める意見書 3月12日 日本共産党 否決 ○ × × × ×

第8号 大飯原発3･4号機をはじめ、原発の稼働中止を
求める意見書 3月12日 日本共産党 否決 ○ × × × ×

第9号 学費・奨学金の負担軽減を求める意見書 3月12日 日本共産党 否決 ○ × × × ×

第10号 「働き方改革」一括法案を提出しないことを求
める意見書 3月12日 日本共産党 否決 ○ × × × ×

決議案
番号 件名 議決月日 提案 

会派
議決 
結果

賛否の状況
共産 自民 民進 公明 維新

第1号 子どもの医療費を中学卒業まで無料化するこ
とを求める決議 3月12日 日本共産党 否決 ○ × × × ×

第2号 民間社会福祉施設サービス向上補助金の大幅
な見直しと削減の撤回を求める決議 3月12日 日本共産党 否決 ○ × × × ×

第3号 京都府重度障児（者）在宅生活支援事業の継続
を求める決議 3月12日 日本共産党 否決 ○ × × × ×

第4号 すべての中学校で全員制の温かい給食を求め
る決議 3月12日 日本共産党 否決 ○ × × × ×

第5号 高等学校の通学費補助の充実を求める決議 3月12日 日本共産党 否決 ○ × × × ×

第6号 京都府独自の米の戸別所得補償を求める決議 3月12日 日本共産党 否決 ○ × × × ×

第7号 若者の雇用改善を求める決議 3月12日 日本共産党 否決 ○ × × × ×

知事提出議案のうち日本共産党が反対した議案
議案
番号 件名 議決月日 議決 

結果
賛否の状況

共産 自民 民進 公明 維新

第1号 平成30年度京都府一般会計予算 3月12日 可決 × ○ ○ ○ ○

第12号 平成30年度京都府国民健康保険事業特別会計予算 3月12日 可決 × ○ ○ ○ ○

第14号 平成30年度京都府水道事業会計予算 3月12日 可決 × ○ ○ ○ ○

第19号 京都府住宅宿泊事業の適切な実施の確保等に関する条例制定の件 3月12日 可決 × ○ ○ ○ ○

第21号 京都府母校応援ふるさと寄附基金条例制定の件 3月12日 可決 × ○ ○ ○ ○

第48号 平成29年度京都府一般会計補正予算（第8号） 2月15日 可決 × ○ ○ ○ ○

第49号 平成29年度京都府一般会計補正予算（第9号） 3月12日 可決 × ○ ○ ○ ○

第68号 旅館業法施行条例及び京都府レジオネラ症発生予防のための入浴
施設の衛生管理に関する条例の一部改正の件 3月12日 可決 × ○ ○ ○ ○



13 府会だより● Spring. 2018

2018年2月議会　請願審査結果
受理
番号 件名 受理年月日 審議

結果 紹介
賛否の状況

共産 自民 民進 公明 維新

第469号
京都府内すべての自治体で全員制の温かい中学
校給食を実施できるよう府の支援を求めること
に関する請願

2月26日 不採択 日本共産党 ○ × × × ×

第470号 「民間社会福祉施設サービス向上補助金」に関する請願 2月26日 不採択 日本共産党 ○ × × × ×

第471の1号 学費・奨学金の負担軽減と若者の雇用改善を求
めることに関する請願 2月26日 不採択 日本共産党 ○ × × × ×

第472号 生活保護基準引き下げ中止について国へ「意見
書」の提出を求めることに関する請願 2月26日 不採択 日本共産党 ○ × × × ×

第471の2～
471の4号

学費奨学金の負担軽減と若者の雇用改善を求め
ることに関する請願（他2件） 2月26日 不採択 日本共産党 ○ × × × ×

議案討論
3月12日

浜田よしゆき議員
（京都市北区）

る
団
体
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
。

セ
ン
タ
ー
へ
の
移
転
は
、
京
都
府
が
本
来

進
め
る
べ
き
事
業
で
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー
に
、
入
居
者
の

ふ
る
い
分
け
を
担
わ
せ
て
整
理
が
つ
い
た

ら
買
い
戻
す
と
い
う
や
り
方
が
問
題
で
あ

り
、
反
対
し
ま
し
た
。

　「
言
語
と
し
て
の
手
話
の
普
及
を
進
め

る
と
と
も
に
聞
こ
え
に
障
が
い
の
あ
る
人

と
な
い
人
が
支
え
合
う
社
会
づ
く
り
条
例

制
定
の
件
」
は
、
関
係
者
の
方
々
の
長
年

の
願
い
に
応
え
る
も
の
で
、
賛
成
し
ま
し

た
。
同
時
に
条
例
の
周
知
や
人
材
確
保
な

ど
条
例
が
実
効
あ
る
も
の
に
な
る
よ
う
に

要
望
し
ま
し
た
。

　
浜
田
よ
し
ゆ
き
議
員
は
、「
平
成
30
年

度
京
都
府
一
般
会
計
予
算
」
を
は
じ
め
７

件
に
反
対
し
、
他
の
議
案
に
は
賛
成
す
る

立
場
で
討
論
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、「
平
成
30
年
度
京
都
府
一
般
会

計
予
算
」
は
、
①
格
差
と
貧
困
が
広
が
っ

て
い
る
の
に
正
面
か
ら
向
き
合
っ
て
打
開

し
よ
う
と
し
て
い
な
い
こ
と
、
②
国
い
い

な
り
に
安
倍
政
権
の
悪
政
を
持
ち
込
ん
で

い
る
こ
と
、
③
大
型
開
発
優
先
で
ま
ち
こ

わ
し
が
進
ん
で
い
る
こ
と
、
④
高
校
統
廃

合
な
ど
高
校
制
度
の
改
悪
が
進
め
ら
れ
て

い
る
と
し
て
反
対
し
ま
し
た
。

　「
平
成
30
年
度
京
都
府
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
予
算
」
は
国
民
健
康
保
険

が
都
道
府
県
化
さ
れ
る
も
と
で
の
最
初
の

予
算
で
あ
り
、
都
道
府
県
化
は
国
の
運
営

責
任
を
放
棄
し
被
保
険
者
に
負
担
を
押
し

付
け
る
も
の
で
あ
り
反
対
し
ま
し
た
。

　「
平
成
30
年
度
京
都
府
水
道
事
業
特
別

会
計
」
は
、
過
大
な
供
給
水
量
の
見
直
し

を
行
っ
て
お
ら
ず
、
高
い
料
金
の
要
因
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
反
対
し
ま
し
た
。

　「
京
都
府
住
宅
宿
泊
事
業
の
適
切
な
実

施
の
確
保
等
に
関
す
る
条
例
制
定
の
件
」

は
、
近
隣
住
民
や
利
用
者
の
民
泊
事
業
者

の
安
全
を
守
る
義
務
が
努
力
規
定
に
留

ま
っ
て
お
り
不
十
分
で
あ
る
た
め
反
対
し

ま
し
た
。

　「
京
都
府
母
校
応
援
ふ
る
さ
と
寄
附
基

金
条
例
制
定
の
件
」
は
、
行
政
が
行
う
べ

き
教
育
条
件
の
充
実
を
寄
附
金
に
頼
る
点

で
公
的
責
任
を
あ
い
ま
い
に
し
、
ま
た
、

学
校
間
の
格
差
を
広
げ
る
も
の
で
あ
る
た

め
、
反
対
し
ま
し
た
。

　「
平
成
29
年
度
京
都
府
一
般
会
計
補
正

予
算
」
は
、
現
在
整
備
中
の
京
都
経
済
セ

ン
タ
ー
の
一
部
を
買
い
取
る
予
算
が
含
ま

れ
ま
す
が
、
家
賃
が
高
す
ぎ
る
た
め
に
京

都
経
済
セ
ン
タ
ー
へ
の
移
転
を
諦
め
て
い

15の春を泣かせるな！

　議案討論では、予算案に反対する理由の一つに、
高校制度の改悪や高校統廃合で15の春を泣かせ
ていることを挙げました。先日、高校門前で、シー
ル投票とアンケートにとりくみましたが、ある2
年生の女子高校生は、「いま政治に実現してほし
いこと」では、「高校教育の無償化」をあげると
ともに、「むりょう塾をやってほしい」と答えまし
た。また、自転車で通りかかった園部の農芸高校
に京都市内から通っている1年生の女子高校生は、
通学費が月1万数千円かかっていました。「京都府
の通学費補助制度は、月2万2100円を超えないと
補助されない制度になっている」と説明すると驚
いていました。誰もが、お金の心配なく学べる場
を保障しなければなりません。 ［浜田よしゆき］
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議案討論
2月15日

さこ祐仁議員
（京都市上京区）

亀
岡
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム

の
街
路
事
業
費
予
算
に
反
対

　
さ
こ
議
員
は
、
平
成
29
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
に
「
亀
岡
駅
北
土
地
区
画
整
理

事
業
」
の
街
路
事
業
費
５
億
１
０
０
０
万

円
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、「
道
路
の
無
電

柱
化
」
を
名
目
に
し
て
国
費
や
府
費
を
投

入
す
る
も
の
で
、「
京
都
ス
タ
ジ
ア
ム
（
仮

称
）」
の
取
り
付
け
道
路
の
予
算
が
含
ま

れ
て
い
る
と
し
て
反
対
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
亀
岡
駅
北
整
備
区
域
内
の
道
路
整
備
費

の
総
額
は
52
億
円
の
事
業
に
も
な
り
、
今

後
い
っ
そ
う
の
府
負
担
が
求
め
ら
れ
る
と

批
判
し
ま
し
た
。

　
さ
こ
議
員
は
、
こ
の
地
域
は
絶
滅
危
惧

種
ア
ユ
モ
ド
キ
の
生
息
地
で
あ
り
、
世
界

自
然
保
護
基
金
な
ど
国
内
外
の
自
然
保
護

団
体
や
有
識
者
、
広
範
な
府
民
、
亀
岡
市

民
か
ら
も
ア
ユ
モ
ド
キ
が
絶
滅
し
か
ね
な

い
危
惧
す
る
声
が
起
こ
っ
て
い
る
と
強
調

し
ま
し
た
。

住
宅
宿
泊
事
業
確
保
条
例
他

に
反
対

　
西
脇
議
員
は
、
京
都
府
住
宅
宿
泊
事
業

の
適
切
な
実
施
の
確
保
等
に
関
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て
反
対
討
論
を
行
い
ま
し

た
。
第
１
に
、
住
宅
専
用
地
域
や
学
校
、

保
育
所
等
の
周
辺
地
域
で
の
営
業
が
全
面

禁
止
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
、
第
２
に
、

観
光
地
で
の
営
業
時
間
や
期
間
の
制
限
が

な
い
こ
と
、
第
３
に
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
で

の
営
業
規
制
に
つ
い
て
明
記
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
、
第
４
に
、
民
泊
を
営
業
す
る
場

合
、
事
前
に
近
隣
住
民
に
説
明
会
を
開
催

す
る
こ
と
や
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
迅

速
な
対
応
の
た
め
の
管
理
人
体
制
も
努
力

義
務
に
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
、
第
５
に
、

「
民
泊
新
法
」
に
と
も
な
い
、
施
設
が
急

増
す
れ
ば
ホ
テ
ル
・
旅
館
を
圧
迫
し
て
し

ま
う
と
の
べ
ま
し
た
。

議案討論
3月9日

西脇いく子議員
（京都市下京区）

世論調査の結果から見えるもの
　―府民の声にこたえてがんばります

　北陸新幹線延伸計画（敦賀・大阪間）に、京都府負担の
公式な試算はありませんが、2千億円を超えるとも言われ、
しかも完成が30年後。今後、人口が減少するなか、果た
して必要なのかと言う声が広がっています。
　そういうなか、鉄道建設・運輸施設整備支援機構が、今
年1月19日から2月26日にかけて京都市内で右京区、下京
区、南区の合計4か所で深度約60メートルを掘削する地質
調査を行いました。調査された岩盤、土中の断層、地下水
などの環境影響評価の結果については、府民への報告はだ
いぶ先になります。お酒や豆腐など京都の伝統産品の製造
者からは使われる地下水への影響について心配の声があ
がっています。
　「再検証」や「中止」を求める府民の声は45.8％にもなっ
ており、この声に応える対応が必要です。 ［さこ祐仁］

「民泊」と京のまちを考えるつどい（1月27日）
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２
０
１
８
年
度
京
都
府
予
算
案
を
審
議

す
る
２
月
定
例
府
議
会
は
２
月
５
日
か
ら

３
月
12
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

議
案
態
度
に
つ
い
て

　
２
月
定
例
府
議
会
に
は
、
当
初
提
案
50

件
と
追
加
提
案
31
件
、
さ
ら
に
人
事
案
件
１

件
と
政
務
活
動
費
に
関
す
る
議
員
提
案
１

件
の
計
83
件
の
議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
共
産
党
議
員
団
は
、「
新
年
度
一
般
会

計
普
通
予
算
」
や
「
府
営
水
道
事
業
会
計
」

「
民
泊
条
例
」「
都
道
府
県
化
に
伴
う
国
民

健
康
保
険
会
計
」な
ど
に
反
対
し
ま
し
た
。

意
見
書
・
決
議
案
に
つ
い
て

　
意
見
書
・
決
議
に
つ
い
て
は
、
共
産
党

府
議
団
は
請
願
や
陳
情
、
申
し
入
れ
な
ど

で
寄
せ
ら
れ
た
府
民
の
声
を
反
映
す
る
た

め
に「
森
友
学
園
等
の
問
題
の
真
相
究
明
」

「
原
発
の
稼
働
中
止
」
な
ど
以
下
の
意
見

書
６
本
と
決
議
７
本
、
計
13
本
を
提
案
し

ま
し
た
が
、
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
共
産
党
府
議
団
が
提
案
し
た
意
見
書
・

決
議
案
は
議
員
団
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

請
願
に
つ
い
て

　
知
事
選
挙
直
前
の
議
会
で
あ
り
、
府
民

の
皆
さ
ん
か
ら
切
実
な
要
望
や
請
願
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
寄
せ
ら
れ
た

請
願
に
対
し
、
共
産
党
を
除
く
自
民
・
民

進
・
公
明
・
維
新
の
４
会
派
が
反
対
。
不

採
択
と
な
り
ま
し
た
。

① 

京
都
府
内
す
べ
て
の
自
治
体
で
全
員
制

の
温
か
い
中
学
校
給
食
を
実
施
で
き
る

よ
う
府
の
支
援
を
求
め
る
請
願

② 

学
費
・
奨
学
金
の
負
担
軽
減
と
若
者
の

雇
用
改
善
を
求
め
る
請
願

③ 

民
間
社
会
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
向
上
補

助
金
に
関
す
る
請
願

④ 

生
活
保
護
基
準
引
き
下
げ
中
止
に
つ
い

て
国
へ
「
意
見
書
」
提
出
を
求
め
る
請
願

LDA︲KYOTOの皆さんが、
学費・奨学金の負担軽減を求める

3538筆の請願署名を府議会に提出
（2月26日）

２
０
１
８
年

2
月
議
会
の
特
徴

常
任
委
員
会
・
特
別
委
員
会

新
た
な
所
属
決
ま
る

　

常
任
委
員
会

　
　
総
務
・
警
察
常
任
委
員
会

 

か
み
ね
　
　
史
　
朗

 

浜
　
田
　
よ
し
ゆ
き

　
　
府
民
生
活
・
厚
生
常
任
委
員
会

 

島
　
田
　
　
け
い
子

 

西
　
脇
　
　
い
く
子

 

成
　
宮
　
　
ま
り
子

　
　
文
化
・
教
育
常
任
委
員
会

 

山
　
内
　
　
よ
し
子

 

本
　
庄
　
　
た
か
お

　
　
環
境
・
建
設
交
通
常
任
委
員
会

 

ま
え
く
ぼ
　
義
由
紀

 

さ
　
こ
　
　
祐
　
仁

 

森
　
下
　
　
よ
し
み

　
　
農
商
工
労
働
常
任
委
員
会

 

み
つ
な
が
　
敦
　
彦

 

原
　
田
　
　
　
　
完

 
ば
　
ば
　
こ
う
へ
い

特
別
委
員
会

　
　 

子
ど
も
の
健
や
か
な
育
み
に

関
す
る
特
別
委
員
会

 

西
　
脇
　
　
い
く
子

 

さ
　
こ
　
　
祐
　
仁

 

森
　
下
　
　
よ
し
み

　
　 

京
都
府
行
政
の
今
後
の
あ
り
方

に
関
す
る
特
別
委
員
会

 

み
つ
な
が
　
敦
　
彦

 

島
　
田
　
　
け
い
子

　
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
特
別
委
員
会

 

か
み
ね
　
　
史
　
朗

 

原
　
田
　
　
　
　
完

 

山
　
内
　
　
よ
し
子

　
　 

高
齢
社
会
の
安
心
・
安
全
対
策

特
別
委
員
会

 

本
　
庄
　
　
た
か
お

 

浜
　
田
　
よ
し
ゆ
き

 

ば
　
ば
　
こ
う
へ
い

　
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
特
別
委
員
会

 

ま
え
く
ぼ
　
義
由
紀

 

成
　
宮
　
　
ま
り
子

　
　
関
西
広
域
連
合
議
会
議
員

 

浜
　
田
　
よ
し
ゆ
き
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５・３憲法集会（円山公園）

日本共産党
京都府会
議員団

2018年 5 月臨時議会を終えて談話
2018年 5 月21日　日本共産党京都府会議員団　団長　前窪義由紀

１ 

、
５
月
14
日
か
ら
開
か
れ
て
い
た
５
月
府
議
会
臨
時
会
が

17
日
閉
会
し
た
。

　
今
臨
時
府
議
会
は
、
西
脇
新
知
事
の
下
で
の
初
め
て
の
議

会
で
あ
り
、
ま
た
議
会
運
営
委
員
会
委
員
や
委
員
長
、
理
事

の
選
任
、
予
算
委
員
会
と
常
任
・
特
別
委
員
会
の
正
副
委
員

長
、
関
西
広
域
連
合
議
会
議
員
等
の
選
出
な
ど
、
京
都
府
議

会
を
構
成
す
る
役
員
を
選
出
す
る
こ
と
を
主
な
目
的
と
す
る

議
会
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
間
、
京
都
府
議
会
で
は
、
わ
が
党
以
外
の
会
派
（
自

民
・
公
明
・
民
進
・
維
新
）
に
よ
っ
て
、
府
議
会
第
二
党
で

あ
る
わ
が
党
議
員
団
を
、
常
任
・
特
別
委
員
会
正
副
委
員
長

を
は
じ
め
と
し
た
各
役
職
か
ら
排
除
す
る
と
い
う
異
常
な
事

態
が
続
け
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
た
め
、
わ
が
党
議
員
団
は
議

会
開
会
日
に
、
議
会
制
民
主
主
義
を
踏
み
に
じ
る
事
態
の
是

正
を
求
め
、
議
長
な
ら
び
に
各
会
派
に
対
し
「
民
主
的
な
府

議
会
構
成
の
確
立
を
求
め
る
申
し
入
れ
」
を
行
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
今
回
も
、自
民
党
、公
明
党
、府
民
ク
ラ
ブ
（
民

進
党
か
ら
名
前
を
変
更
）、
維
新
の
党
の
各
会
派
が
相
談
し

各
役
職
を
独
占
す
る
と
い
う
旧
態
然
と
し
た「
オ
ー
ル
与
党
」

体
制
に
よ
り
、
予
算
特
別
委
員
会
、
常
任
・
特
別
各
委
員
会

の
正
副
委
員
長
か
ら
わ
が
党
議
員
団
を
す
べ
て
排
除
す
る
と

い
う
暴
挙
を
行
っ

た
。
満
身
の
怒
り

を
込
め
て
抗
議
す

る
も
の
で
あ
る
。

　
そ
も
そ
も
、
選

挙
で
示
さ
れ
た
議

席
数
に
応
じ
て
、

議
会
役
職
を
選
出

す
る
こ
と
は
議
会

制
民
主
主
義
の
前

提
と
し
て
当
然
の

こ
と
で
あ
る
。
ま

し
て
先
の
京
都
府
知
事
選
挙
で
も
示
さ
れ
た
多
様
な
民
意
を

尊
重
し
、
府
政
に
反
映
す
る
上
で
、
第
二
党
で
あ
る
わ
が
党

を
す
べ
て
の
府
議
会
会
派
が
ま
と
ま
っ
て
排
除
す
る
共
同
歩

調
を
と
る
こ
と
は
異
常
で
あ
り
、
府
議
会
「
オ
ー
ル
与
党
」

の
責
任
は
極
め
て
重
大
で
あ
る
。

　
一
方
、
前
回
の
選
挙
で
わ
が
党
議
員
団
が
第
二
党
に
躍
進

し
た
こ
と
に
よ
り
、関
西
広
域
連
合
議
会
議
員
に
つ
い
て
は
、

オ
ー
ル
与
党
体
制
で
選
挙
を
行
っ
て
も
わ
が
党
議
員
を
選
出

せ
ざ
る
を
得
な
い
た
め
、
昨
年
度
か
ら
会
派
議
員
数
に
よ
る

指
名
推
薦
を
行
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
今
回
も
指
名
推
薦

で
浜
田
良
之
議
員
が
選
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
わ
が
党
議
員
団
は
、
今
回
の
暴
挙
に
断
固
抗
議
し
速
や
か

な
是
正
を
求
め
る
と
と
も
に
、来
春
の
統
一
地
方
選
挙
で
は
、

議
席
を
大
い
に
増
や
す
こ
と
で
、
異
常
な
事
態
を
是
正
せ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
を
作
り
出
す
た
め
、
全
力
を
尽
く
す
も
の

で
あ
る
。

２ 

、
本
議
会
に
提
案
さ
れ
た
議
案
６
件
の
う
ち
、
第
５
号
議
案

「
副
知
事
の
選
任
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
件
」
は
保
留
し
、

他
の
議
案
は
賛
成
し
た
。

　
山
内
修
一
副
知
事
の
再
任
に
つ
い
て
、
わ
が
党
議
員
団
は

天
下
り
人
事
や
知
事
３
人
制
に
は
反
対
で
あ
る
が
、
今
回
は

内
部
登
用
人
事
で
あ
る
た
め
態
度
を
保
留
し
た
。

３ 

、
国
会
も
最
終
盤
に
向
か
う
中
、
森
友
問
題
、
加
計
問
題
、

セ
ク
ハ
ラ
問
題
、
公
文
書
改
竄
問
題
を
は
じ
め
安
倍
内
閣
に

政
権
担
当
能
力
が
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
わ
が
党
議
員

団
は
、
誠
実
に
市
民
と
野
党
の
共
同
を
す
す
め
、
そ
の
力
で

安
倍
政
権
の
退
陣
を
求
め
、
ま
た
西
脇
新
知
事
の
府
政
を
府

民
目
線
で
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
と
も
に
、
先
の
京
都
府

知
事
選
挙
で
示
さ
れ
た
暮
ら
し
の
切
実
な
願
い
を
実
現
す
る

た
め
、
全
力
を
挙
げ
る
も
の
で
あ
る
。

 
以
上

まえくぼ義由紀
（宇治市・久御山町）

みつなが敦彦
（左京区）

かみね 史朗
（右京区）

原田　完
（中京区）

島田 けい子
（右京区）

山内 よし子
（南区）

西脇 いく子
（下京区）

さこ 祐仁
（上京区）

本庄 たかお
（山科区）

浜田よしゆき
（北区）

ばば こうへい
（伏見区）

森下 よしみ
（八幡市）

成宮 まり子
（西京区）

議員団体制 団　長　前窪義由紀　副団長　加味根史朗　島田敬子
幹事長　光永敦彦　　政務調査会長　本庄孝夫　事務局長　桝井義行


